
公益社団法人岐阜県診療放射線技師会 平成２６年度第５回理事会会報

開催日時：平成２６年１０月２４日（金）１９時００分~２１時２５分

開催場所：公益社団法人岐阜県診療放射線技師会事務所

出席者 ：安田鋭介、小野木満照、増田 豊、丹羽政美、浅野宏文、松野俊一、楳田雄大、

橋本利彦、伊藤益弘、三品雅美、加藤秀記、吉川典子、多湖博史、萩野英俊、

竹島賢治、渡辺享信、奥村 功、中田幸博 各理事

     福山誠介、野倉敏久 両監事

委任状出席：恒川秀樹 理事

議事

１）会長報告                           安田鋭介理事

  １．本会について

    ・平成２６年７月２６日付で東濃画像研究会との間で研究会委託契約書を締結し、

その委託期間は平成２５年度通常総会日から平成２７年度通常総会日までと報

告がなされた。

    ・ＣＴテクノロジーフォーラム東海第１０回セミナー（平成２６年９月６日開催）

の後援依頼について、承認された（電子媒体による会議にて）ことを受け、承

諾した。

    ・第３２回日本診療放射線技師学術大会の岐阜県開催について、岐阜県診療放射

線技師会平成２６年度第４回理事会での承認後、申請書類を提出した。全国会

長会議でその紹介があり、１０月１１日開催の日放技理事会で承認されたと報

告がなされた。開催予定年月日は平成２８年９月１６日（金）～９月１８日、

予定会場は長良川国際会議場／岐阜都ホテル。

    ・６名の理事及び総務委員で第３０回日本診療放射線技師学術大会を視察したと

報告がなされた。

  ２．日本診療放射線技師会について

    ・平成２６年９月２０日（土）開催された平成２６年度全国地域連絡協議会（全

国会長会議）にて、①日本診療放射線技師会会長挨拶にて、別府大会の参加者

数（２０日夕刻現在）は１６８６名、４９４演題。平成２７年度から全国統一

講習会（指導者講習会）を実施したい。議員懇話会設置について、診療放射線

技師３年制大学問題について②医学物理士の国家資格化に対する調査を行い、

集約した結果、国家資格化に反対を表明③政策実現のための議員懇話会を設立

④第３２回学術大会候補地と今後の開催予定⑤業務拡大に伴う臨床実習全国統

一講習会の実施⑥文部科学省及び厚生労働省との診療放射線技師教育における

臨床実習の在り方⑦「診療放射線技師のことがわかる本」のデータ配付⑧日本



診療放射線技師連盟の入会促進⑧その他、被ばく低減施設認定の現状報告（４

３施設）と認定取得を促進すること、放射線治療は３名の診療放射線技（夜勤

なしの専門技師、品質管理士、医学物理士）で業務することを６団体協議会で

協議中であること、業務拡大と相まって教育を担保すること、課題解決型指導

者の養成を目的とすること、国家資格６３年を受けて資格の見える化を推進す

ること、以上８項目の報告・協議事項について、資料を提示のうえ報告がなさ

れた。

    ・日本診療放射線技師会から全国の技師会の地位向上、環境改善のために各都道

府県技師会から意見を集約するため、各都道府県技師会の理事会等開催に併せ

て訪問したいとの依頼があった旨の報告がなされた。

    ・自由民主党診療放射線技師制度に関する議員懇話会の創設は、①がん対策推進

基本計画に基づく診療放射線技師育成の充実及び環境整備②チーム医療を推進

するための診癒放射線技師の活用③医療安全のための適切な管理体制の構築

（医療放射線による被ばくの管理体制・放射線関連医療機器の管理体制・画像

データの管理体制）④国家試験委員の構成について⑤養成教育の 4 年制大学化

への移行及び事後臨床研修の制度化⑥緊急被ばく並びに医療被ばくに対応する

ための専門官の配置⑦放射線の教育・普及啓発活動に対する診療放射線技師の

活用⑧診療放射線技師法の改正、を目的とする。平成２６年１１月４日（火）

議員懇話会設立総会が開催されると報告がなされた。

  ３．中日本地域について

    ・平成２６年１１月１日（土）～２日（日）に第７回中部放射線医療技術学術大

会が開催され、岐阜県技師会会員からセッション「ＣＴ」「放射線治療」の座長

を各１名ずつ推薦した、また、１１月１日に会長会議が開催される旨の報告が

なされた。

    審議事項

    ・第３２回日本診療放射線技師学術大会開催に向けて、準備委員会設置の必要性

ならびに総務委員を中心とした１０名程度で構成したい意向である旨の説明が

なされた。準備委員会設置について一同に諮ったところ、全会一致で承認され

た。実行委員との関係性についての問いに対し、準備委員は実行委員に移行す

る予定であること、設置時期の問いに対し、年内中には立ち上げたい意向であ

るとの返答がなされた。また、実行委員については第３１回学術大会（京都）

の進捗状況を考慮しながら設置時期を決定する意向である旨の説明がなされた。

    ・政策実現のための議員懇話会設立総会に岐阜県技師会から１名させたい意向で

ある旨の説明がなされた。懇話会参加を出張として扱うことについて一同に諮

ったところ全会一致で承認された。



    ・各都道府県技師会へのヒアリング・意見交換について、岐阜県では冬季セミナ

ー開催に併せて調整したい意向であることの説明がなされた。本件について一

同に諮ったところ、全会一致で承認された。

２）副会長報告（広報）                     小野木満照理事

    ・日本診療放射線技師会レントゲン週間イベントＰＲについて、レントゲン週間

における放射線技師会のＰＲ活動、名義後援に対する回答を岐阜県診療放射線

技師会として返答がなされなかった経緯の説明がなされ、無回答となったこと

に対する謝罪があった。今後の対応として、広報担当理事と共同し再発を防止

するとの報告がなされた。

   ・日本診療放射線技師会ヒアリング・意見交換について、広報担当理事の意見を

集約する旨の説明がなされ、集約中であるとの報告がなされた。

    ・書籍「放射線検査説明の手引き」「解らないことだらけの放射線被ばく」を購入、

会員の勤務する施設へ配本。１７２施設に配布したと報告がなされた。

    ・第４回広報委員会を平成２６年９月１２日（金）開催。会誌第１１８号掲載原

稿の欠落について協議し、原因としては突合せが不十分であったこと等、対応

として欠落原稿は次号に掲載する、今後の対策として突合せの徹底、チェック

リストの作成等、詳細な説明がなされた。また、会誌の謹呈を再始動する旨の

報告がなされた。

    ・会員名簿の誤植について、賛助会員の電話番号とＦＡＸ番号が入れ替わってい

たことの説明がなされた。原因として、１名のみで校正を担当したこと、対応

として正誤表シールの配付、該当賛助会員へは謝罪と詫び状を同封、今後の対

策として事務職員、庶務、編集担当者、広報担当理事で進めることとしたい旨

の説明がなされた。

    ・平成２６年度岐阜県公衆衛生協議会総会について、平成２６年７月２５日（金）

開催、出席し、その内容について報告がなされた。

    審議事項

    ・第７回県民公開講座について、プログラム等が提示され、開催要綱について一

同に諮ったところ全会一致で承認された。また、県民公開講座の内容を理事会

にて諮る前に講師依頼等開催準備に着手してしまったことに対して謝罪があっ

た。今後はメール会議の活用、マニュアル作成等によって再発防止に努めると

の報告がなされた。

    ・会員名簿の誤植に係る正誤表シールの印刷代が提示され、正誤表シールの印刷、

配布を進めることについて協議した結果、全会一致で承認された。



３）副会長報告（学術）                      増田 豊理事

    第１８回岐阜県診療放射線技師学術大会を平成２６年１１月１６日（日）、平成

２６年度冬季セミナーを平成２７年１月１０日（土）、平成２６年度レントゲン

祭を平成２７年２月１１日（水祝）に開催予定であり、詳細は各担当理事から

報告があるとの説明がなされた。

    審議事項

    ・各規程記載事項の表記について、各規程で統一されていない（『研究会及び分科

会（以下「研究会等」という）』と『研究会及び分科会（以下「研究会」という）』）

旨の説明がなされた。一同に諮ったところ、（以下「研究会等」という）で統一

することで承認された。

    ・ＪＡＲＴイベント登録について、旧イベント登録用システムでは従来通りの運

用ができない旨の説明がなされた。非会員、会費未納による会員資格喪失者の

把握を含めた会員情報取得、イベント参加登録用ファイル作成等、今後の運用

方法を協議した結果、研究会等が開催される１週間前を目途に担当理事から事

務局へ連絡、事務局から会費未納者リストが送付されることで承認された。

    ・日本診療放射線技師会より放射線関連機器故障・事故事例調査の協力施設の依

頼について説明がなされた。岐阜県における協力施設、その内容等の現状を地

域理事を通じて調査し、それを基に今後の方向性を検討することとなった。

４）事務局報告

  １．総務                            丹羽政美理事

    ・第３０回日本診療放射線技師学術大会・第２１回東アジア学術交流大会、第７

回中部放射線医療技術学術大会において、それぞれの大会長から依頼のあった

岐阜地酒を送付したとの報告がなされた。

    ・第３２回日本診療放射線技師学術大会ついて、計画立案に必要な項目を提示、

説明がなされた上で３社に対し素案・見積もり依頼をするとの報告がなされた。

    ・第５７回東海四県診療放射線技師学術大会について、開場予定であるじゅうろ

くプラザからの見積書が提示され、説明がなされた。

    ・自由民主党と日本診療放射線技師会懇話会設立にあたり、古屋圭司代議士の入

会についての説明がなされ、それに伴い、地元事務所へ趣意書を提出したとの

報告がなされた。

    ・平成２６年度岐阜県「原子力災害時における医療対応に関する研修会（スクリ

ーニング・除染）」の開催について、資料を提示の上説明がなされた。

    ・各地域・研究会等の収支報告書、理事会報告書の不備について、また事務員時

間外業務の増加している現状について説明がなされ、提出書類の適正化を求め



る依頼があった。

    審議事項

    ・第５７回東海四県診療放射線技師学術大会実行委員会の立ち上げの必要性につ

いて詳細な説明がなされ、本件について一同に諮ったところ、学術担当がまと

めることで承認された。

    ・第３２回日本診療放射線技師学術大会の準備委員会の立ち上げの必要性につい

て、また、準備委員会にて各社見積もり等を検討することについて詳細な説明

がなされた。準備委員会の立ち上げること、次回理事会にて検討結果報告をす

ることについて一同に諮ったところ全会一致で承認された。

  ２．庶務                            浅野宏文理事

    ・岐阜県診療放射線技師会会員について、１８名の入会、３名の退会者について

一覧表が提示された。

    ・公益法人に係る電子申請について、平成２５年度事業報告は９月９日に申請手

続き完了、定款改正・役員変更届は１０月１０日に変更手続き完了した。

    ・登記事項変更届について、法務局へ役員変更届を提出。８月１８日変更手続き

完了した。

    審議事項

    ・入会・退会申請者について、一同に諮ったところ全会一致で承認された。

  ３．財務                            松野俊一理事

    ・平成２６年度県技師会費納入状況について、９月３０日現在納入者は５７９名

であるとの報告がなされ、未納者に対して各研究会並びに各地域でアナウンス

していただきたいとの依頼があった。

    ・平成２６年度賛助会員会費について、１０月２３日現在賛助会員３３社のうち

３１社から納入されている。

    ・平成２６年度技師会会誌１１８号広告料納入状況について、９月３０日現在で

対象となる２８社すべてから納入されている。

    ・技師会会誌１１８号及び会員名簿の支払いについて、平成２６年１０月４日支

払済みである。

    ・平成２６年度中期末決算報告について、９月末残高報告書を提示した上で説明

がなされ、残高証明書を取得したとの報告がなされた。

    審議事項



    ・事業①都道府県対抗野球大会②レントゲン祭③県民公開講座④冬季セミナー、

それぞれの事業助成金予算案の提示と説明がなされ、その執行について一同に

諮ったところ全会一致で承認された。

５）ＪＡＲＴ教育事業報告                     浅野宏文理事

     静脈注射（針刺しは除く）に関する講習会について平成２６年１１月３０日（日）

開催予定、受講申込者数は定員５０名に達した。ＪＡＲＴ基礎講習「消化管撮

影」を平成２７年１月２５日（日）開催予定、日本診療放射線技師会へ開催申

請書類を提出した。平成２６年度第１回中日本地域教育委員会が平成２６年１

１月１日（土）開催予定、平成２７年度の講習会等開催予定について協議する

予定であり、岐阜県が開催する平成２７年度基礎講習は「超音波検査」で申請

したいとの報告があった。

   審議事項

    ・平成２７年度ＪＡＲＴ基礎講習について、岐阜県では「超音波検査」で申請す

る意向であり、超音波研究会担当理事、代表世話人と協議し計画する旨の説明

がなされた。本件について、一同に諮ったところ全会一致で承認された。

６）学術事業報告

  １．学術大会                          加藤秀記理事

     第１８回岐阜県診療放射線技師学術大会を平成２６年１１月１６日（日）開催

予定。開催案内、プログラム、業務分掌表を提示した上で、抄録集の印刷状況

等、開催準備に向けての現状報告、併せて、岐阜県内施設に配布された開催案

内文中の誤りについて説明がなされた。また、第４回準備委員会を平成２６年

１０月２８日（火）に開催予定であると報告がなされた。

    審議事項

    ・「第１８回岐阜県診療放射線技師学術大会開催案内文中の誤り」の訂正方法につ

いて協議。正式な案内文を再配送（郵送）するとの案、地域理事を通して各施

設へメールを含めた方法によって連絡するとの案が挙がった。財務より予算か

ら郵送手段は困難であるとの意見があった。これをふまえて、地域理事を通し

て連絡する手段で訂正する案について、一同に諮ったところ全会一致で承認さ

れた。

  ２．レントゲン祭                        吉川典子理事

     平成２６年度レントゲン祭並びに講演会について、平成２７年２月１１日（祝



日）開催予定であると報告がなされた。講演内容は、同日開催予定である県民

公開講座の内容に沿ったものにしたい意向であるとの説明がなされた。副会長

（学術）から講演内容については担当理事から良い案があれば提案していただ

くこと、また総務委員会でも検討していただくことの報告がなされた。

  ３．セミナー                          多湖博史理事

     平成２６年度診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー・夏季セミナー

について平成２６年７月１９日（土）開催。参加人数等の報告がなされた。

    審議事項

    ・平成２６年度冬季セミナーを平成２６年１月１０日（土）開催予定。プログラ

ム、講師等の案が提示された。冬季セミナー案について一同に諮ったところ、

全会一致で承認された。

７）委員会報告

  １．総務委員会                         丹羽政美理事

     第４回総務委員会が平成２６年１０月１３日（月）に開催され、その議事録を

提示し、

     ①会長報告として、第３２回日本診療放射線技師学術大会開催申請について、

平成２６年度全国区地域連絡会議について、研究会委託契約について、議員懇

話会の創設について、技師会のヒアリング・意見交換について等

     ②副会長報告（広報）として、岐阜県病院協会会長表彰について、表彰につい

て、原稿欠落について、県民公開講座の企画運営について

     ③副会長報告（学術）として、第１８回学術大会について、冬季セミナーにつ

いて、レントゲン祭について、規程の記載事項について

     ④財務報告として、県技師会費納入について、賛助会員会費請求について、会

誌ならびに会員名簿の支払いについて、中間期末残高報告について等

     ⑤庶務報告として、入会・退会申請者について、公益法人電子申請について等

     ⑥ＪＡＲＴ教育事業担当報告として、各講習会について

     ⑦福利厚生担当報告として、各チャリティー事業について、都道府県対抗親睦

野球大会について

     ⑧電子情報管理担当報告として、ＵＭＩＮシステムの利用不可機関について

     ⑨総務報告として、第３０回日本診療放射線技師学術大会へ岐阜地酒を送付し

たことについて、第３２回日本診療放射線技師学術大会の素案、見積もりにつ

いて、また、準備委員会の設置を学術教育委員会に協力依頼することについて

     上記事項について報告・協議したと報告がなされた。



    審議事項

     第３２回日本診療放射線技師学術大会の準備金を用意すること、財務担当理事

が管理し、県技師会の予算は使用しないことの説明がなされた。本件について

一同に諮ったところ、全会一致で承認された。

  ２．地域委員会                         橋本利彦理事

     平成２６年度岐阜県医療勤務環境改善支援センター中間報告として、①医師・

看護師の確保が困難な地域の事例として１施設、小規模病院の取組事例として

１施設を選出。協力依頼、承認を得ており、各施設で現状調査の実施中。②勤

務環境マネジメントの周知として６施設に戸別訪問、ホームページへの掲載、

平成２６年９月１１日に研修会を開催。③岐阜県における支援センター活動が

厚生労働省の「支援センターで活用できる『勤務環境改善マネジメントシステ

ム活用マニュアル』策定のモデル」として調査対象に指定された。上記の報告

がなされた。また、地域委員会のメール会議にて、岐阜県一般撮影を知る会の

出前講演について、今後勉強会開催予定がある地域に依頼していくことが決定

したと報告がなされた。

  ３．学術教育委員会                       増田 豊理事

     ＣＴ研究会の代表世話人交代に伴い、学術教育委員の変更があった旨の報告が

なされた。日本診療放射線技師会からの都道府県技師会でのヒアリング・意見

交換において、岐阜県診療放射線技師会の学術面での要望を１１月末までにま

とめる予定であると報告がなされた。平成２６年度学術教育委員会を平成２６

年１１月１６日（日）開催予定。

    審議事項

    ・理事と委員ならびに研究会等世話人の任期満了時期が１年ずれている現状につ

いて、学術教育委員に意見集約した結果、大多数が理事と委員ならびに世話人

の任期満了を同時期にしたいとの意見であったと報告がなされた。これを受け、

任期満了時期を同時期にするために来期（平成２７年度）のみ世話人の任期を

１年とする提案がなされた。本件について、一同に諮ったところ全会一致で承

認された。

  ４．広報・編集委員会                      三品雅美理事

     岐阜県診療放射線技師会会誌第８２巻通号１１８号について、第２回編集会議

を平成２６年７月２４日（木）開催、第３回編集会議を８月８日（金）に開催、



８月２５日に発行した。第８３号１１９号について、３５社に対し広告掲載依

頼書を発送したと報告がなされた。

     第８２巻通号１１８号の原稿欠落について謝罪があり、その原因の報告がなさ

れた。今後の対応として、委員による突合せ、提出原稿のチェックリスト、提

出先との確認等改善策が提示された。併せて原稿提出締切の厳守について依頼

された。

    審議事項

    ・会誌１１９号掲載用原稿の提出依頼（１１月１４日まで）。提出するファイル形

式を WORD としたいと提案された。２校以降の印刷会社との運用は PDF 形式

であるとの意見があったため、現状把握と今後の運用については継続審議とな

った。

  ５．広報・電子情報・イベント管理                楳田雄大理事

     本会ホームページの更新、生涯カウント申請、社会イベント申請について報告

がなされた。県民公開講座の開催予定、UMIN のサービス停止についての説明

がなされた。

    

    審議事項

    ・イベント申請について、現状報告ならびに現時点での研究会等参加時の会員登

録方法の詳細説明がなされた。現時点での会員・非会員との鑑別は会費未納リ

ストを参照し、判断することで承認された。

    ・平成２６年・２７年度広報委員会（電子情報管理）の編成名簿が提示され、そ

の委員を含めた編成について、一同に諮ったところ、全会一致で承認された。

     

  ６．表彰委員会                        小野木満照理事

     平成２６年７月２５日（金）平成２５年度岐阜県病院協会表彰式に受賞者代理

として参加したと報告がなされた。

    

    審議事項

    ・表彰委員会編成委員について、業務増加に伴い委員の増加ならびに選出した２

名について一同に諮ったところ、全会一致で承認された。

    ・表彰について、表彰式に出席していただくことを前提に推薦したく、本人の承

諾を得た上で推薦する方向性であるとの報告がなされた。委員会にて審議し、

報告するとの説明がなされた。



  ７．社会活動                          橋本利彦理事

     各地域健康祭等の開催に伴い、展示パネルやスタッフジャンパー、のぼり一式

の貸し出しを行ったとの報告、また、新しいパネルの追加に伴い、貸出パネル

一覧データを更新すると報告がなされた。

  ８．厚生                            伊藤益弘理事

     チャリティーボーリング大会（８月３１日（日））、ソフトボール大会（１０月

１９日（日））を開催、募金額はそれぞれ２５９２７円、１４２２２円であった

と報告がなされた。また、都道府県対抗親睦野球大会は１１月１９日（日）、チ

ャリティーゴルフコンペは平成２７年３月に開催予定であると報告がなされた。

    審議事項

    ・会員の慶弔時に地域理事が行っている電報代等の立替業務について、会計処理

を事務局に移行したいと提案された。電報等の手配、会計を事務局に移行する

方法と手配は地域理事、会計を事務局との方法とで一同に諮ったところ、後者

が賛成多数で承認された。なお、詳細運用については次回理事会までの継続審

議となった。

    ・慶弔規程第１条から４条に関する事項について、改定案が提示された。内容に

ついて審議したところ、内容、文面を含めて次回理事会までの継続審議となっ

た。

８）分科会・研究会報告

  １．放射線管理士分科会                 代理 小野木満照理事

     電離箱サーベイメータの校正業務について、報告がなされた。

  ２．女性分科会                         吉川典子理事

     第７回女性分科会を平成２６年１２月６日（土）開催予定。

     第３回女性サミット運営委員会にて、中部地区での女性サミット開催に向けて

の活動を検討中である旨の報告をしたと説明がなされた。

  ３．医療情報研究会                       中田幸博理事

     平成２６年９月６日（土）第２２回医療情報研究会について開催報告がなされ

た。

  ４．Ｘ線ＣＴ研究会                       加藤秀記理事

     平成２６年９月２５日（木）第３回世話人会を開催、平成２６年１０月２５日



（土）には第４６回研究会ならびに世話人会を開催予定であると報告がなされ

た。

  ５．ＭＲ技術研究会                       萩野英俊理事

     平成２６年９月２７日（月）開催された世話人会の報告がなされた。

  ６．核医学談話会                        多湖博史理事

     第４４回核医学談話会を平成２６年８月２３日（土）に開催した報告、ならび

に同日世話人会が開催したとの報告がなされた。

  ７．血管造影技術研究会                     渡辺享信理事

     報告なし、次回理事会にて報告

  ８．消化器画像研究会                      奥村 功理事

    第３８回超音波研究会を平成２６年１１月１５日（土）開催予定、内容につい

て、また、同日平成２６年度第２回世話人会を開催するとの報告がなされた。

  ９．超音波研究会                        竹島賢治理事

     第３８回超音波研究会を平成２６年１１月８日（土）開催予定、その内容につ

いて、また、同日第５８回世話人会を開催するとの報告がなされた。

１０．乳房画像研究会                       三品雅美理事

     第２９回乳房画像研究会を平成２７年２月７日（土）開催予定であるとの報告

がなされた。

１１．放射線治療技術研究会                代理 小野木満照理事

     第５７回放射線治療技術研究会を平成２６年１２月６日（土）開催予定、その

内容について報告がなされた。

９）地域報告

  １．岐阜地域                          萩野英俊理事

     平成２６年９月４日、岐阜地域役員会を開催。その内容について、また、１０

月２０日、岐阜地域画像研究会を開催し、内容について報告がなされた。

     ２名の慶弔報告がなされた。

     岐阜地域における会誌郵送の件について、郵送代ならびに同封された案内状の

期限の関係上郵送とした等その詳細な理由が報告された。



    審議事項

     会誌の配付依頼について、事務局からできないかとの意見があがった。他地域

での配布手段等確認、地域委員会で協議していただくことで理事会までの継続

審議となった。

  ２．西濃地域                          竹島賢治理事

     第２回西濃地域世話人会を開催、社会活動への参加等その内容についての報告

がなされた。また、平成２６年１０月１９日（日）第１９回市民の健康広場に

参加したとの報告がなされた。

     平成２６年１１月２７日（木）第２回西濃画像研究会を開催予定であるとの報

告がなされた。

  ３．中濃地域                          渡辺享信理事

     報告なし。次回理事会において報告。

  ４．東濃地域                          奥村 功理事

     平成２６年１０月１９日（日）、土岐市健康祭に参加したと報告がなされた。

  ５．飛騨地域                          中田幸博理事

     平成２６年１０月５日（日）、高山市市役所で開催された第２５回市民健康まつ

りに会員８名で参加、超音波検査のデモンストレーション等内容についての報

告がなされた。

１０）その他

    ・理事会報告書提出締切時に提出済み書類のリストを作成していただきたいとの

意見が挙がった。総務担当より、リストが必要な際は事務局に問い合わせてい

ただくこと、事務局には本件について周知しておくこととの返答があった。

    ・次回理事会開催日時について、平成２７年１月１０日（土）９：３０～

以上


